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社会福祉法人麦の子会は、「と
もに生きる」という理念のもと、
児童発達支援センターや放課後
等デイサービス、保育園、クリ
ニック、居場所支援事業、ショー
トステイ、ファミリーホーム、
相談支援事業、生活介護事業な
どを行っています。こどもたち
や家族が地域で暮らすために必
要なことを増やしていったら、
たくさんになりました。そして
これらの事業を結び付けなが
ら、障害のあるこどもとその家
族の暮らしを支えています（図
表 1-2-54）。

むぎのこの支援では、関係性
が自然と積み重なっていきま
す。最初はこどもの発達相談か
ら入り、保護者の不安や葛藤、
自責の思いに耳を傾けます。話
を聞く職員も、卒園児のお母さ
んたちのため、自身の経験も重
ね合わせながらお話を聞いてい
きます。そして事業所内相談支
援や親子発達支援（グループで
の会話）などを重ねるごとに、
これまで見えなかった家庭内で
の困りごとにお互いが気付き、
ショートステイやヘルパー利用
につながることはよくあります。保護者にとって「支援を受ける」ことは容易なことではあ
りません。日々のコミュニケーションを重ねることで、一緒に子育てをさせてくれる関係性
へと育っていきます（図表 1-2-55）。

こどもの声も大切にしています。こどもの声を聴く上で大切にしていることは、話しても
大丈夫という関係づくりと、「伝えられた、受け止められた」という経験です。目に見える
言動ではなくて、その奥にある気持ちを受け止めます。また暴力的な行動があっても、いま
この子には必要なときだという捉えの中で、一人ではなくチームを組んで向き合います。自
分の思いを言葉にすることが難しいこどももいますが、行動や表情、身体の緊張や緩みといっ

障害のあるこどもとその家族の支援
―社会福祉法人麦の子会の取組から（寄稿）―ダイジェスト⑭

図表 1-2-54 こどもと家族の暮らしを支える

図表 1-2-55 ひとりにしない子育て支援
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た非言語的なサインも大切にし
て、気持ちに共感したり代弁し
たりしています。

学校や保育所など地域との連
携も大切です。こどもの安心で
きる居場所は、家庭や事業所の
中だけのものではありません。
就学前から見学などを通じて学
校と情報を共有します。運動会
や学習発表会などの行事の際に
は、保護者とも連携しながら事
前に環境調整を行って、こども
が見通しをもって参加できるよ
うに支援します。また地域の中で発達特性とアタッチメントの視点を伝え、「困った子」で
はなく「困っている子」として理解する姿勢を共有しています。地域行事への参加や交流も、
こどもが地域の中に安心できる居場所を持つための重要な取組として捉えています。

障害のあるこどもとその家族とともに生きるということは、特別な支援を提供することで
はなく、安心できる関係性を土台に、地域の中で生活する基盤を整える営みだと思っていま
す。むぎのこはこれからも、理念に込められた思いを実践の中で生かしながら、こども一人
一人の声に学び、家族と地域とともに歩み続けていきたいと思っています。

図表 1-2-56 関係性のなかで育ちあう

社会福祉法人麦の子会ホームページについて
右の二次元コードからご覧ください。

図表 1-2-57 社会福祉法人麦の子会ホームページ




